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プラント ライフ サイクルを支援する情報ネットワークシステム

プラント分野のCALS(Commerce at Light Speed)実証事業を積極的に推進するとともに,その成果を,プラント ライフ サイクルにわたる業

務の生産性向上や品質向上を目的とした次世代プラント情報システム"VPE20077一 に連携させる｡

プラントを取り巻く環境はグローバルな大競争時代に

突入しており,21世紀のビジネスを展開するためには,

市場の要求にクイックかつフレキシブルに対応するため

の業務形態,さらには会社組織体の抜本的な改弔が必須

となる｡一方,情報技術は年々格段の進歩を遂げており,

情報処理速度の著しい向.卜,情報機器の普及,インター

ネット･イントラネットの浸透など,高度情事糾ヒ社会実ぢユ

の環境が整いつつある｡

このような背景の下で,CALS(Commerce at Light

Speed:年産･調達･運川支援統合情報システム)は,情

報インフラストラクチャーを別け.し,収引情報や技術情

報を共有することにより,製品ライフサイクル全般にわ

たるコスト低減,リードタイム短縮,.好一質向上などの経

常目標とスピーディ経常を実現する方策として脚光を浴

びている｡

｢卜‾lt製作所は,よりイ請頼件の高い発電プラントを実現.

するために,プラント ライフ サイクルにわたる業務の

生産性向__l二,および品質向上を目的とした次世代プラン

ト情報システム"VPE2007(VirtualPlant Enterprise

2007)”1)の構築を推進している｡この一環として,通商産

業省が推進する｢企業間高度電子商取引推進事業+の各

プロジェクトに参画し,標準化の推進や,プラント分野

のCALS実証事業を積極的に推進し,発電プラント分野

へのCALSの展開を開始した｡
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1.はじめに

プラントのライフサイクルを支える情報システムは,

国際的な競争激化などにより,今後ますます重要なツー

ルとなる｡一方,企業活動の基本として企業の技術競争

力を維持,発展させながら,企業の社会的責任として環

境問題や安全性,製造責任の問題に対処するために,情

報の一定の公開が要求されるようになるものと考える｡

したがって,プラント分野の技術情報システムでも,競

争技術と非競争的･標準的技術とを切り分けな中音ら,標

準部分,ベンダ提供部分,自社固有開発部分などを効率

よく組み合わせて,柔軟性が高く,オープン化が可能な

構成を実現していくことが重要である｡

日立製作所は,より信頼性の高い発電プラントの実現

を目的として,プラント供給メーカーの責任を果たすた

めに,プラント ライフ サイクルにわたる業務の生産性

向上,および品質向上を目的とした次世代プラント情報

システム"VPE2007(VirtualPlantEnterprise2007)”

の構築を推進している｡この一環として,通商産業省が

推進する｢企業間高度電子商取引推進事業+の各プロジ

ェクトに参画し,標準化や,プラント分野のCALS(Com-

merce at Light Speed)実証事業を積極的に推進すると

ともに,これらの成果をVPE2007に連携させ,発電プラ

ント分野へのCALSの展開を開始した｡

ここでは,発電プラント分野へのCALSの展開につい

て述べる｡

2.CAJSへの取組み

2.1社内での取組み

日立製作所は,プラント ライフ サイクルにわたる業

務の生産性向上と品質向上を目的としたプラント分野の

総合製品情報管理システム``HIPDM21(HitachiProd-

uctDataManagementSystemTowardthe21stCen-

tury)''2卜3)を開発し,実用化した｡

HIPDM21は｢プラント ライフ サイクルにわたる製

品データを正確にかつ安全に管理し,必要な情報を必要

な人に,必要な場所で,必要なときに,リアルタイムで

提供する+というコンセプトで開発したもので,プラン

トの計画･設計･製作･建設･運転･保守のライフサイ

クル全般にわたるあらゆるデータを,社内外の関連各部

署間で共有し,コンカレントエンジニアリング環境とペ

ーパレス環境を実現するコンピュータネットワーク総合

システムである｡
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日立製作所は,さらに,プラント ライフ サイクルを

支援する総合情報技術の10年後の大変革した姿

"VPE2007”を想定して,HIPDM21をベースに,通用範

囲の拡大,インターネット･イントラネット対応,各基

幹システムの機能強化を行い,電子情報を基盤とした業

務への変革をさらに加速している｡また,電力会社,建

築会社や国内外関連会社･部品ベンダとの電子情報の共

有化の実現に向けて,プラント分野のCALSの基盤技術

の開発整備を行っている｡

2.2 社外での取組み

さらに社外では,通商産業省のCALS事業にも積極的

に取り組んでおり,プラント業界の電子商取引事業｢プ

ラントCALS実証事業+に参画している｡

プラントCALSでは,図1に示すプラント ライフ サ

イクルの情報のやり取りを電子的に行う実証事業を中心

に活動している｡ここではその中で,日立製作所が中心

的な役割を担っている,三次元レイアウト設計に対応す

る世界標準データ規格"STEP AP227”のデータ交換実

証事業について述べる｡

STEP AP227は,ISOlO303で定義されている世界標

準規格で,一般には｢プラント空間構成モデル+と呼ば

れている｡すなわち,エンジニアの視点で表現すれば,

三次元CADシステムの世界標準データである｡

工事認可･安全審査

申請･認可

(SGML)

申請･認可

(SGM+)

定期点権報告

(SGML)

関係省庁と

地方自治体

廃棄通知

(SGML)
STEP

プロセス

概念設計

ST∈P STEP

プロセス

詳細設計

プラント

試運転

STEP

プラント

運 転

プラント

廃 棄

発注･見積もり

(EDl/SGML)

設計仕様(STEP)

技術文書(SGML)
建設記碍
(SGML)

保守記針報告
(SGMUSTEP)

電力会社

報告
(SGML)

ST∈P

エンジニアリ

ンク(概念)

ST∈P

エンジニアリ

ンク(詳細)

STEP

プラント

建 設

予防

保全

発 注

(EDレSGML)

納 入

(SGMUST[P)

サイト

復 元

資材･部品調達

日立製作所と

建設会社

部品･資材

メーカー

注:略語説明

SGMし(StandardGeneralizedMarkupしa咽Ua9e)

EDl(∈lectronicData【nterchan9e)

STEP(StandardfortheExchangeofProductModelData)

図l プラントCAJS/STEP実証事業
プラントCALSが対象とするプラント ライフ サイクルを示す｡

縦軸は企業の関係を表し,横軸は時間経過を表す｡



プラントライフサイクルを支援するCALSの展開197

WWW

サーバ

インターネット

WWW

ブラウザ

STEPAP227

AIMPa化21

テキスト

ファイル

公 開

データ

/ヾ-ス

STEPAP227

ARMPan21

テキスト

ファイル

STEPAP227

ARM-AIM

トランスレータ

データ交換システム

STEPAP227の

STEPの

処理系

入出力

インタフ工一ス

(SDAl準拠)

STEPAP227から

HIPDM21への

交換プログラム

HIPDM21から

STEPAP227へ

交換プロプラム

HIPDM21

データ

′ヾ-ス

注:略語説明ほか WWW(Work】WideWeb)

ARM(AppticationReferenceModel)
AIM(Application仙erpretedModel)

SDAl(StandardDataAccesslnterface)
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図2 プラント空間構成モデル共有システム

AP227データ交換実証実験に用いるシステム構成を示す｡

STEP AP227は,三次元のプラント形状情報だけでは

なく,配管のライン番号や分岐情報などの属性情報を表

現することができ,プラントの建設に必要な情報がほと

んどそろっている｡オブジェクト指向型言語C＋＋のク

ラス表現に,AND/OR継承などの特殊な親子関係のデー

タ構造を持ち,将来性を指向している｡

STEPでは,個々の情報の単位をエンティティと表現

し,AP227の場合は,その数が約260に及んでいる｡さら

に,個々のエンティティの持つ属性情報を合わせると,

1,000を超える膨大な情報モデルになる｡

この膨大な情報モデルを用いて,異種CAD間によるデ

ータ交換の実証実験を行い,標準規格の有効性を評価し

ている｡

AP227を用いたデータ交換実証実験システム構成を

図2に示す｡このデータ交換実証実験に用いるプロセス

プラントモデルを図3に示す｡このモデルは,複数の液

体をかくはんし,冷却した後,新しい液体を製造するプ

ラントである｡機器のデータは,かくはん層,ポンプ,

熱交換器の3種類である｡配管は4系統のデータを持ち,

換気用のダクトを含む｡さらに,柱,壁,床,操作架台,

ダクトのサポートなどの建築データも含まれている｡

日立製作所は,自社システム(HIPDM)とAP227デー

タとの交換プログラム開発を完了しており,今後は,米

国のBechtel社との間で,実プラントのタービン建屋に関

ィ
州
…
化
げ

図3 実証実験の結果の例

AP227データ交換に用いるプロセス プラント モデルを示す｡か

くはん層,ポンプ,熱交換器,配管,夕○クト,壁,床,柱などのデ

ータを含む｡

する三次元レイアウト情報のデータ交換実証実験を行う

予定である｡20万点以上のデータで構成しており,これ

だけ大規模なデータ交換は他界でも初めてのことである｡

3.CAJSのねらいと効果

今後,国際競争力が激化するプラント分野で競合力を

保持していくためには,プラント ライフ サイクルにわ

たるエンジニアリングデータの共有データベースが不可

欠である｡日立製作所は,それをプラント データ ウェ

アハウスと呼び,他社に先駆けて取り組んでいる｡その

データモデルの開発プロセスを図4に示す｡

(1)プラント業務モデル:PAM(PlantActivityModel)

まず,プラント ライフサイクルにわたる業務プロセス

を詳細に分析し,プロセスに必要な入出力データを明確

にする｡プラント業務モデルでは,分析結果を表現する

のに最適な道具を提供する｡

(2)プラント構成モデル:PCM(Pla此CoI墟糾r血onM(山el)

各業務プロセスの入出力データからプラント構成モデ

ルを作成する｡

(3)プラント実装モデル:PIM(PlantInterpretedModel)

プラント構成モデルに従い,プラント実装モデルを作

成する｡これは,AP227と同様にSTEPの表現形式を用

いる｡

この三つのプロセスを経て,プラント データ ウェア

ハウスを実現する｡
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･PAM:プラント業務のモデル化
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4.おわりに

ここでは,日立製作所のCALSへのアプローチと,実際

に行っているSTEPによる情報共有,また,今後,各種

CALS実証事業の成果を実機プラントに通用する提案に

ついて述べた｡このほかにも,日立製作所はNCALS

(CALS技術研究組合)の各種実証事業に参画しており,

異なるPDM間でのデータ交換,電力会社とのSGMLに

よる文章交換の適用拡大,EDIによる電子商取引,および

CITIS(ContractorIntegrated TechnicalInformation

Service)による情報共有などの実証事業の成果を実機プ

ラントに適用するとともに,プラント データ ウェアノ､

ウスに統合する計画である｡

CALSは,新しいビジネス形態として,また経営資源の

有効活用･経営の効率化の有力な手段として,今後,各

企業に浸透していくものと考える｡今後もVPE2007を中

心にCALSの展開に積極的に取り組んでいく考えである｡
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